
として実施したが、

公益性の高い団体やボランティア・市民活動に参加する市民の 今後はWi-Fi環境を活かして町会・自治会活動の活性化や多世

全体数を増やすための支援をしていく必要がある。 代交流を推進していく必要がある。

さらに、外国人市民が増加しているため、相互理解に向けた多 ボランティア・市民活動支援センターの運営や、共創のまちづ

文化共生の推進を更に進めていく必要がある。 くり補助金制度の創設により、地域課題の解決に向けてさらな

地域におけるイベントによる、地元への愛着の醸成もさらに取 る市民活動団体の活性化を図っている。

り組んでいく必要がある。 計画期間を令和５年度から１２年度までとした、第２次戸田市

多文化共生推進計画を策定し施策の推進を図っている。

戸田ふるさと祭りは、市民が企画、運営にかかわる協働による

祭りとし、戸田音頭による流し踊りや太鼓などを実施すること

で、伝統文化を継承し、さらなる郷土愛の醸成を図る。

戸田市 施策評価シート

作成日 令和 7年 6月11日 作成部局名 市民生活部 担当部局名 環境経済部

１．施策の位置づけ ＜PLAN＞
担当課

基本目標 担当課

担当課

関係課

施　　策 関係課

関係課

施策の目的

２．施策の主な取り組み ＜DO＞
取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

取り組み

３．施策の指標における成果（主な指標）＜CHECK＞
指標の説明 達　成　値

指標名 単位 目標値
( 算　定　式 ) 当初値 Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７

その他施策の取組事項に

係る成果

４．施策の展開 ＜ACTION＞

課 対

応

題 策

協働推進課

07
活力にあふれ人が集い心ふれあうまち

文化スポーツ課

32
市民活動の活性化と地域交流の促進

経済戦略室

町会・自治会活動や市内における市民活動が活性化し、様々な人が地域活動に参加することで、地域課題の解決に取り組め

るように、地域コミュニティを支援する体制の充実を図ります。また、戸田市への愛着が醸成されるよう、戸田ふるさと祭

りの開催や国内外の都市との交流を促進します。

市民交流事業

在住外国人支援事業

地域コミュニティ推進事業

市民活動推進事業

地域の活動に参加している 参加したと回答した市民の割合
％ 42.6 42.3 32.7 -　　 35.4 -

人の割合 (市民意識調査 )

ボランティア・市民活動支 登録された活動団体数
団体 171以上 171 169 171 184 198

援センター登録団体数

多文化共生推進計画の進捗 計画の具体的な施策の進捗率
％ 100 79 100 95 100 90

率

現在、市内の地域コミュニティについては、既存の町会・自治 町会連合会を中心に、町会・自治会の加入促進や負担軽減に取

会を中心として形成されているが、町会・自治会において、加 組んでいる。活性化への支援として、町会会館等がWi-Fi環境

入率の減少や、担い手の高齢化などが課題となっている。 を備え、人が集まる拠点となるよう、機器の購入、工事費、通

また、テーマコミュニティについては、自立して活動している 信料の補助金を令和６年度までの時限措置



市民交流事業

任
意

45,107 熱中症対策等による開催時期の見直

49,788 しのほか、より魅力ある祭りとなる

－ ○ １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 02 01 13 01 01 49,237 よう開催内容や実施体制を検討して

市民との協働により、戸田ふ 49,237 いく。

るさとまつりを商工祭と同日 30,702

在住外国人支援事業

任
意

23,002 第２次戸田市多文化共生推進計画の

30,765 策定に基づき、多文化共生の地域づ

－ ○ １ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ02 01 02 01 13 01 02 30,456 くりを推進していく。

日本人市民と外国人市民が相 28,002

互に理解し、共に地域のまち 4,998

02 協働推進事業　（協働推進課）

地域コミュニティ推進事業

任
意

47,671 町会・自治会活動の活性化に向けて

49,062 、講座や情報提供などの支援や、財

○ ○ ２ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ Ａ02 01 02 01 13 02 02 38,890 政的な支援を行う。

地域交流促進のため、町会・ 29,480

自治会活動への補助や、加入 28,560

03 市民活動推進事業　（協働推進課）

市民活動推進事業

任
意

39,341 共創のまちづくり補助金制度が市民

35,944 活動団体に活用しやすいものとなる

○ ○ １ ○ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ

戸

Ａ01 01 02 01 1

田

3 03 01 35,37

市

2 よう、申請サポート

施

や制度の見直し

市民活

策

動団体等の活性化に資

評

34,472 など随時

価

行う。

するため、ボラ

シ

ンティア・市 7,85

ー

4

04 ＳＤＧ

ト

ｓ共創基金積立金　（

作

協働推進課）

成日 令

ＳＤＧｓ共

和

創基金積立金

任
意

12

 

,918 軽自動車税の

7

種別割のうち１０％を

年

13,398 SDGs

 

共創基金積立金として

6

積み立て

－ － １ － － －

月

－ 予01 01 02 01

1

13 04 01 13,6

1

49 る。

「共創のまち

日

づくり補助金」 13,

作

639

をはじめ、庁内

成

で実施してい 1,42

部

8

局名 市民生活部 担当部局名 環境経済部

○結果と今後の方向性

進捗状況
（Ａ躍進中、Ｂ予定通り、Ｃ遅れ気味） 説　明

（総評）

今後の方向性（予算） 令和０７年度（事業費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

今後の方向性（人員） 令和０７年度（人件費総額） 令和０８年度 令和０９年度 令和１０年度
（↑増加、→維持、↓削減）

説明

【企画財政部コメント】

５．事務事業の検討 【一般会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R6決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R7予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
8

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

町会・自治会の活性化の支援や負担軽減を引き続き実施する。新型コロナウィルス感染症が
第５類に移行したことに伴い、町会・自治会活動、市民活動団体による活動が徐々に活発化
した。令和５年度から始まった第２次戸田市多文化共生推進計画を着実に進めた結果、計画
の進捗率は、９０％となっている。ふるさと祭りは、熱中症対策による開催時期を変更する

Ｂ
ほか、職員の負担軽減や経費削減の観点から、あり方についても見直しを図る。

309,746 ↓ 300,515 ↓ 299,749 ↑ 300,373
市民交流事業では、令和７年度に北京市で開催される戸田市日中友好交流都市中学生卓球交歓大会に戸田市選抜チームを派遣する。また、
町会・自治会にラインワークスを導入し、情報共有の円滑化や利便性の向上を図る。

78,183 → 78,183 → 78,183 → 78,183
ふるさと祭りに係る市民交流事業や、町会・自治会支援、地域担当職員制度に係る地域コミュニティ推進事業など、他律的で業務量の非常
に多い事業を含んでおり、効率化を図りながらも、人員については維持の方向性とする。

01 市民交流事業　（協働推進課）



活

評価シートを参照

部 担当部局名 環境

R6決算額 R7計画

経

額 R8予算額
計（千円

済

） 事業費 304,14

部

2 309,746 30

５

0,515
うち一般財

．

源 304,142 29

事

5,456 287,6

務

15

事業の方向性： １

事

現状で継続　 ２拡大し

業

て継続 ３縮小して継続

の

　　　４他事業と統合

検

　　　５休止　　　６

討

その他見直し

７令和8

【

年度で終了 ８令和7年

一

度で終了 ９令和6年度

般

で終了

会計】 （単位：千円）

事務事業評価の結果 担当部局の評価

大
事
業

中
事
業

事務事業名

事
業
区
分

R6決算額

強
靱
化
計
画

総
合
戦
略

事
業
の
方
向
性

実
施
計
画
候
補

評価結果
施
策
内
優
先
度

事業コード R7予算額 施
策
へ
の
貢
献
度

経
費
水
準

事
業
手
法

受
益
・
負
担
の
公
平
性

事業費R コメント
8

事業内容 うち一般財源計
画
額 人件費

01 笹目コミュニティセンター管理運営費　（協働推進課）

笹目コミュニティセンター管

任
意

74,997 地域コミュニティ活性化の拠点とし

理運営費 75,437 て、適切に運営していく。

○ ○ １ ○ Ｂ Ａ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 02 01 18 01 01 78,433

指定管理者制度の導入により 78,382

、より多くの市民に施設を活 3,570

02 新曽南多世代交流館管理運営事業　（協働推進課）

新曽南多世代交流館管理運営

任
意

61,106 地域コミュニティ活性化の拠点とし

事業 55,352 て、適切に運営していく。

○ ○ １ ○ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ01 01 02 01 18 02 01 54,478

指定管理者制度の導入により 54,403

、より多くの市民に施設を活 1,071

02 スポーツ推進事業　（文化スポーツ課）

（再掲）スポーツ推進事業

任

戸

意

＜（再掲）について

田

＞

本事業は、他の施策

市

を主たる施策として構

施

成する事

01 01 10

策

05 01 02 01 務事

評

業ですが、一部が本施

価

策にも寄与するため「

シ

再

スポーツ推進全般に

ー

係る事務 掲の事務事業

ト

」として、参考に掲載

作

しています。

。スポー

成

ツ推進審議会やスポ ※

日

事業内容は、当該事務

令

事業評価シートを参照

和

01 農政対策

 

事業　（経済戦略室）

7年

（再掲

 

）農政対策事業

任
意

＜

6

（再掲）について＞

本

月

事業は、他の施策を主

1

たる施策として構成す

1

る事

01 01 06 01

日

01 01 01 務事業で

作

すが、一部が本施策に

成

も寄与するため「再

農

部

地転用の届出や受理済

局

証明 掲の事務事業」と

名

して、参考に掲載して

市

います。

書の発行、農

民

地利用状況調査 ※事業

生

内容は、当該事務事業


